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矢那川における魚の大量死について  
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はかなりある。鉄橋から河口まで，両岸はコンク㌧ト【   

卜護岸がなされ，市街地は一般住宅，商店，事務所な   

どが主なものであり，工場は少ないっ 川幅は最下流の  

矢邪川椅で27m，これより2本上流の証城寺橋で18m   

とな■），この川幅で鉄椅まで続く。   

矢邪川は干潮時には深さわずか十数センチの浅い，   

かつ狭い流れとなって海へ注ぐが，什口は真直ぐに海   

に聞いている。満潮時には干満差分の潮がそのま、流   

れ込み深さも1m以上に達し，川幅いっぱいとなるり   

底質は砂慰で，鉄條附近から上流では′ト石がi昆ってく   

る。  

4．当日の京象と潮の様子  

6月に入ってからの気f蕊の変化と降水を回1に示し   

た。6十i26Rにはこれまで梅雨前線のためぐずついて   

し、た天京も，日本海に現われた高1（圧か本州を預った   

ため，前線を太平洋上亡二南下させ，天候は回復し，翌   

27日も晴れ闘が広かった。しかし，28日には低気圧力   

八丈島の菌を東進したため，梅雨前線は北上し本州の   

南甘酢二停滞し，東日本では雨の【権っているところも   

あった。千葉射では京圧傾度も少なく，日中は晴れた   

り曇ったりであった。  

Ⅰ．は じ め に  

河川における魚の大量死は，千葉県円こおいても：季節  

のいかんにかかわりなく発生している。Lかしその原医  

、  

一・－－∴・＿・  
おいて，魚の大量死の事例が発生した。二の原匡を究明   

する目的で調査を開始し，今回はその際に了上られ7二事実  

を資料として記載する。  

IL 事例の状況  

1．事例の発端  

1977年6月28［］14暗唱，木更il痛公害課から木更津  

保健所へ矢郡川で魚が大量に浮いたという貫こ話かあっ  

た。保健所は直ちに現場へ急行Lた。市役所烏13峠頃，  

矢部川畔にある東電営業所職員から宇に請連綿を受けた  

とのことである。  

2．魚の死亡状況  

魚の死亡に1（が付し、′二のは，二の日の13時頃で，妃  

魚の存在した範囲は矢剰川檎のやや上流，河Uより  

450m附近から、卜流へ約500m内房線鉄f吾川、」近までて，  

′ 
、リ 

し 

ナ いドラの幼魚）が大部分であり，少数再・jてはあるか  

ウナギも死んでし、たという。死魚は栄鯖と睾檎叫伸二  

多かった。  

3．矢野川の状況  

矢朔肛lは流路延長精1．4km，流域血持36．8k【がの2級  

湘Ilて，木更津市南東丘陵地冊二源を発し，1叶下して  

木更津市街地の南をぬけ，東京湾へ注いでいる。上流  

から内房線鉄檎閏虻までは市街の密集地を通らず∴允  

れもきれいである。しかし鉄橋より下流では市街地サ  

両岸からF水の流人が頻繁となり，量は多くないが数  
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木更津市役所の宝t象観測では，28日01時には東   

南東，1・7nl／secで朝方まで束寄りの弱い風が吹し、て   

いた。朝方からは北西の風に変り，11時に4m／sec程   

になった。正午近くから南寄りの風となり，時間と共   

に東寄りに変り種に入って弱まった。それはこの附近   

でみられる海陸風のパターンに→致する。  

気i」1．Lは朝方200c前後で日中昇り，15時に28．10cにま   

で達Lた。ド手水はなかった。  

6月28日の潮は東京湾で干潮8時37分，満潮け5時37   

分であった。  

IlI．調 査 方 法   

1．病理学的検査  

6月28日，浮上現場で採取したポラ（丸′IugilCeph・   

alus Linn占）成魚の凡 3匹（体長250～300mm前後，   

体重200g前後の雄）について，一別夏の上 内臓諸器官   

の肉眼的な観察を行なった後，ホルマリン溶液で川定   

Lた。同定後，各臓器はパラフィンに包埋し，厚さ5／∠   

の切片を作製した。  

2．水 質 検 査   

1977年7月18日，河ノー】水の溶存酸素量につし－て，日   

照と水混との閲係，潮の干i裾二よる影響を知ることを   

目的として，大都川の富士見棺およひ局どり橋側近に   

おける水質の縫時的変化について胴金した。なお溶存   

酸素量の測定は，隔膜式藩存恨素計を川いた。  

Ⅳ．結果および考察  

魚は体表に淡褐色の汚れか見られるが，他に「利根的な  

異常は認められなし、。敗以外の内臓諸器官の病理組織学  

的な検討では，消化管睦内に水生菌類の一純のJcん－  

吋押印削減晶朋．叩 による長橋P」型の胞子塞い か多  

数認められたことを除し－て且∴特別な変化は観察し＝な  

かった。   

鱈では紙血管の強度の拡張，鯉薄板の浮腫，鯉弁尤却．1  
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図2 カく質検査結果  

二の澗杏の臼， 川の水は上げ潮の影響で，富工見條で  

は16峠，みどり橋では16峠15分ご二水位が上がり始めた。  

溶存姫素量の変化は水位の卜昇とほ、、、同時に起り，それ  

は卜流のみどリf馴付近よりも下流の富士見憶附近の方が  

人きかった。   

二のことからすれば，矢耶ノーlグ）魚の兜死烏，潮位の変  

化による酸欠を示唆Lてし、るが，それが垣ノ甫的なものな  

のか，－イ噂的なものなのかは，更に検討を要する問題で  

あろう。   

妓楼主本朋裾二あたり，水質試験検査の場所を提供し  

て戴いた観H荘社主；′ト柴茂氏，支配人小安洋司氏：二，又，  

資料の提供を戴いた千葉県公害研究所太m久雄第一研究  

者長ならびに，種々御協力賜った木更津保健所内田早苗  

所k， り削止宏環境循生謝kおよひ閥係職員一同に厚く  

制札小し1二げます。  
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部の精液細胞，酸好性掛粒細胞の拙加等が挙げらオLる。  

二の組の部分に見られる変化は，一般的な酸素欠乏時の  

症状に近いものである。この病理所見から，死因として，  

－一応酸欠によるものと考えられるが，その決定には水槽  

内においての実験的な酸欠症の個体と比較検討を弔ねな  

くてはならないであろう。   

6月28日，魚の浮．上に気がつし、たのは12峠半填で，前  

述の潮の干潮時割から推定するに，海へ流れていた河水  

か逆流し始める頃と一致する。そこで1977年7fj18日，  

水質の綻時変化を知る目的で調査を実施した。7月18日  

は干潮12時13分，満瀾1馴寺59分で，胡杢結果は回2に示  

した。  
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写真の説明  

1・矢野川周肋也吼鰍明分か魚の浮⊥し欄で ・橋は河口から矢部川僑，富瑚証城寺棺，華僑，栄  
橋，国鉄々憶の順である。  

2・富士見橋から夫郡川憶を望む。  

3・富士見橋の橋脚附近。  

4・富士見梧から上流の方面を望む。  

5・箪借欄脚附醐巨水孔を示す亡失印は事件洛生後，再び戻ってきたホ・ラを示す。  

→ 6ユ ー   




